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おおむねりゅうとうむなかぎ

首里城正殿大棟龍頭棟飾り１こついての考察

西村貞雄
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しぴ

仏殿等には鳥の尾の形をした鴎尾等が大棟の両端}と

取り付けられている。しかし、首里城正殿の屋根に

は、尾に勢いと緊張感のある形ではなく、大きな

龍頭が取り付けられ、大棟の両端に棟を噛む、勢
からＩ」ふう

いのある形で存在している。まﾒﾆ、正面唐破風の

屋根にも龍頭があり、大きな口を開け威嚇する構

えをとっている。

首里城正殿では何故龍頭なのか。鴎尾でも鱸で

もなく、形態も繊細な形はとっていない。棟飾り

はいずれの地域でも水との関係がある。龍もまた

水と深い関わりがあり、この事によって首里城正

殿に龍を取り入れていると思われるが、最も大き

な要因としては、歴史的背景から琉球王朝時代の

交易を通して、政治や社会面などに中国の影響が

著しかったことが挙げられる。特に紫禁城に皇帝

の象徴として龍が施されていることも、要因とし

て考えられる。首里城正殿に龍が取り入れられた

のは、王城として、王の象徴と同時に守護を目的

としたためと考えられる。

古来中国＠では、水から連想される雨、雲、雷
（稲妻）を龍の象徴とし、これらを基に、水神の

、はじめに

城や宮殿、仏殿等の屋根の形には、それぞれの

国や地域によって育まれた形態がある。そこには、

その土地の風土によって造り上げられた背景があ

り、歴史がある。

首里城正殿の屋根は、自然現象と歴史的変遷の

中から形造られた。その形は、守護と共に象徴的

な意味をもっている。屋根は、その構造や大きさ

を見ただけで、人間が庇護されていることを象徴

しているものと考えられる。人々は特に、雷雨や

豪雨、暴風などの時、屋根の下にいると、安全に

守られていることを感じる。この印象をなお力を

込めて象徴的に強調したのが、屋根の要に当たる

飾りの部分であろう。その象徴的な存在の一つと

して龍頭棟飾りがある。この稿では、他に例の無

い首里城正殿龍頭棟飾りについて考察する。

=、龍頭棟飾りの意味

しゃちほこ

日本の建築瀞iとは､城では天守に鮠、宮殿や

DepartmentofSculpture，ＯｏｌＬｏｆＥｄｕｃ.，Univ・oftheRyukyus．
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首里城正殿は、板葺き屋根の時期もあり、火災

による恐怖もあったと思われる。焼物の技術導入

によって屋根が瓦葺きに変わり、より良く堅牢な

ものを取り入れる事によって、屋根の形や棟飾り

にも工夫がもたらされたことが、龍頭としての風

格を作っていったのである。

性格を備えた龍についての形を、具体的に造り上

げていったと考えられる。強い要素をとりいれた

架空動物（龍）には、アニミズム的思想が入って

くる。強い力を持った龍は、自然の脅威から人々

を護ってくれるとされ、皇帝の象徴として、また

屋根の要として取り付けられたと考えられる。

最も原形をとどめている写真をもとにして造った縮尺石膏像③

明治末撮影｢写真集沖縄９より
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･龍頭に関する名称 たて鋲沙
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鱒雪の先端．百＜。
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･龍柱に関する名

笥間の瘤状‘

HZ卍

三、首里城正殿の屋根 があり、その中で育まれた形となっている。木造
し

本瓦葺きIと唐破風を取り入れ、大棟と唐破風の獅
しぐも

子ロIと龍頭を配置して、中国的要素と日本的要素

を取り入れて独自の形態を造っている。

龍頭棟飾りは、一見、ただ装飾的なだけのもの

に見えるが、装飾的な添え物ではなく、建築の一

部として重要なものである。屋根の稜線の美しさ

屋根の形はどこの国でも象徴的な意味と、守護

としての意味を兼ね備えて持っている。首里城正

殿は人母屋造りで、赤瓦を配し、漆喰で固めた重

厚味のある屋根である。板葺きから漆喰で固めた

赤瓦になるまでには、時代背景と自然条件の制約
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を作る要素もここにあり、屋根の要に当たる所で
もある。

日本の艦は天守に鱸があり､魚の反り返つ
しやらほこ

ﾌﾟこ姿をとり、尾に勢いがある。また唐招提寺金堂
しびくつがた

には鳥の尾が曲ったようtj:形の鴎尾（沓形ともい

う）があり、いずれも先端が反り返って緊張感を

与えている。また、隅棟の形にも反り返ったもの

が多く、屋根の特徴を作っている要素となってい

る。しかし、首里城正殿の隅棟は僅かに反りが入

っているだけで、龍頭棟飾りは、むしろ量的な形

で大棟の両端から中央に向けて勢いを与えている。

つまり、隅棟が外に広がりを造るのに対して、大

棟両端の龍頭棟飾りは内側に力を溜め込み、唐破

風の獅子口にあたる龍頭が､樹庵に向かって大きな
□を開けて威嚇する構えをとる形で構成されてい

る。龍頭は低く構えさせた重厚味のある形であり、

それには素材（赤瓦、漆喰）との関係と、台風等

の気象条件とが要因として考えられる。中国の屋

根には、龍が頻繁に使われている。紫禁城の太和

殿の屋根にも龍が造られているが、大造りではな
ぜいふん

く、こじんまりとした形で、正吻と一般lとIま言わ

れている？龍そのものを形造るのではなく、アレ

ンジした形で造られ、顔面が棟を噛む形をとって

いる。正吻の側面には、龍の全身の浮彫が施され

ている。紫禁城の他にも、龍そのものを細長くし

た形をそのまま取り付けたものがある。

首里城正殿の龍頭棟飾りは、中国の影響を受け

ているとも考えられるが、龍をそのままの形で再

現しているのではなく、工夫に工夫を重ね、独自

の形態を造り上げている。しかし、何故量的な形
そのひやんう士も

態力f取り付けられたのか、それは園比屋武御獄石
しふん

Ｐ３の棟石両端にある鵬吻にも共通するところであ

る。鴎吻の形態は、一見、鮠にも似ているが、尾

の立上がりはあまり無く、僅かに弧を描いた形で

あり、中国の漢時代の形を受継いでいるようにも

みえる。園比屋武御嶽石門は、木造建築の唐破風の

様式を模して造られている。このように木造建築

を模して造られているという点では、中国の泉州

市開元寺にある石塔にも類似しているが、様式的

には日本の建築を、材質や表現には中国的要素を

取り入れている。園比屋武御嶽の棟飾りは材質に

合わせて量的に造られていると思われるが、形態

の発想は風土からの要素も大きく、龍頭棟飾りに

も共通するところである。

龍頭棟飾り

認
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･屋根・棟飾り比較

韓国仁政殿

日本弘前城③
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中国

龍全身をいれた棟飾り
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鰯夢

棟飾り拡大

鴎尾

曇,鐘：鍵とJ□.､J1鋪
日本唐招提寺金堂
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